
四国を襲った大地震 

を学ぶジオツアー 

四国を繰り返し襲ってきた南海トラフ巨大地震。過去，それはどんな

被害だったのでしょうか？今年，京大徳島地すべり観測所が実施する

毎年恒例のジオツアーでは，四国に甚大な被害をもたらした江戸時代

の１７０７年の宝永地震と１８５４年の安政南海地震の被害の証拠を

バスでめぐり，これまでの研究で明らかになったその災害の実態を地

質学の研究者が易しく解説します。 

 

 

 

 

 

 

主催：京都大学防災研究所・徳島地すべり観測所 

１１月９日（土）開催 

開  催  日  時：１１月９日（土）９：３０集合～１８：００ごろ解散予定 

集合・解散場所：JR阿波池田駅（高知県須崎市・越知町を訪問予定） 

参 加 対 象 者：小学生以上（小学生は保護者同伴が必要です），先着２０名 

参  加  費：無料(昼食代が必要です。飲み物は各自でご持参ください。) 

お申し込み方法：ご参加の方の ①氏名 ②住所 ③電話番号 ④生年月日を記入し

kengaku24@landslide.dpri.kyoto-u.ac.jpへ送信して下さい。 

１０月１５日より申し込み開始（先着２０名，１１月１日まで受付） 

お問い合わせ先：kengaku24@landslide.dpri.kyoto-u.ac.jpまたは 0883-72-1075まで 
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